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オフショア支援船（ＯＳＶ）

【オフショア支援船（ＯＳＶ）】
10月14日（水）大分港入港後、陸上自衛隊の２０フィートコンテナ

×２３本を搭載、10月16日（金）大分港を出港、10月17日（土）鹿児
島県志布志港へ入港、他の日本側輸送部隊と合流し、10月18日（日）
出港、10月19日（月）に鹿児島県奄美大島名瀬港に入港、大分港で搭
載したコンテナ（１１本）卸下し、10月21日（水）同港を出港、10月
22日（木）沖縄県那覇市米軍那覇軍港へ入港、残りのコンテナ（１２
本）を卸下します。
沖縄県での卸下後、米軍貨物船は米軍計画で母港の神奈川県に帰投

します。
コンテナには、ミサイル、砲弾等の弾火薬類、燃料等の危険物は搭

載しておりません。
：輸送訓練

鹿児島県内で実施を検討している訓練内容
⑥ 統合後方運用（輸送・補給/衛生/その他）

オフショア支援船（ＯＳＶ）で大分県大分港から鹿児島県（志布志港、名瀬港）を経由し沖縄県那覇市（那
覇港湾施設）まで陸上自衛隊の物資をコンテナで輸送する訓練を実施します。

【期 間】令和８年１０月１４日（水）～１０月２２日（木）
※鹿児島県志布志港の利用は１０月１７日（土）～１８日（日）
奄美大島名瀬港の利用は１０月１９日（月）～２１日（水）

【参加部隊】陸上自衛隊：中央輸送隊、陸自補給本部 米軍：米陸軍
【使用装備品】２０フィートコンテナ×２３本（コンテナの中身：糧食・水）

その他：オフショア支援船（ＯＳＶ）１隻
【実施地域】志布志港、奄美大島名瀬港（その他、大分県、沖縄県の港湾を使用）


